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イ

(57)【要約】
【課題】基板に可撓性基板を用いた場合にも変形によっ
て亀裂や剥離が生じにくい保護膜を有する有機エレクト
ロルミネッセンス素子の製造方法、及び有機エレクトロ
ルミネッセンスディスプレイを提供する。
【解決手段】保護膜５は、樹脂、特にフッ素樹脂を材料
としたスパッタリング法で成膜される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に少なくとも陽極、陰極、前記陽
極及び前記陰極に電圧を印加することにより発光する有
機層、並びに前記陽極、前記陰極、及び前記有機層を保
護する保護膜を有する有機エレクトロルミネッセンス素
子の製造方法において、
前記保護膜は、樹脂を材料としたスパッタリング法で成
膜されることを特徴とする有機エレクトロルミネッセン
ス素子の製造方法。
【請求項２】  前記樹脂は、フッ素樹脂であることを特
徴とする請求項１記載の有機エレクトロルミネッセンス
素子の製造方法。
【請求項３】前記保護膜を成膜する前及び／又は後に、
無機物を材料とする一又は複数の薄膜をスパッタリング
法で成膜することをさらに含むことを特徴とする請求項
１又は２記載の有機エレクトロルミネッセンス素子の製
造方法。
【請求項４】請求項１乃至３いずれか１項記載の有機エ
レクトロルミネッセンス素子の製造方法で製造した一又
は複数の有機エレクトロルミネッセンス素子を、画素と
して配列したことを特徴とする有機エレクトロルミネッ
センスディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機エレクトロル
ミネッセンス素子の製造方法、特に、該有機エレクトロ
ルミネッセンス素子を画素として配列した有機エレクト
ロルミネッセンスディスプレイに関する。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ：
Electro Luminescence）素子（有機電界発光素子）は、
低電圧で高輝度の発光が得られる為、様々なディスプレ
イ装置の表示素子やバックライトのような照明光源など
への利用が期待されている。
【０００３】有機ＥＬ素子の基本的な構造は、図１に示
すように、ガラス又は樹脂の基板１上に、透明な陽極
２、有機物を材料とする複数の層（典型的には３乃至５
層）からなる有機層３、金属の陰極４を順次積層した構
造をしている。ここで、有機層３は、陽極２及び陰極４
の間に電圧を印加することにより発光する発光層を少な
くとも含んでいる。また有機エレクトロルミネッセンス
（ＥＬ）ディスプレイは、基板１上に陽極２、有機層
３、陰極４を積層した一又は複数のＥＬ素子を配列し、
各々の素子を画素として発光させることによって、画像
を形成する画像表示パネルである。
【０００４】有機ＥＬディスプレイを初めとする各種表
示装置、又は照明光源として有機ＥＬ素子を使用する際
には、様々な環境下においてある一定期間以上の間、発
光特性を維持し得る事が要求される。図１に示した有機
ＥＬ層の構成要素において、有機層３及び陰極４は、通
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常の環境下では時間の経過と共に性質が変化し、有機Ｅ
Ｌ素子の発光部面積の減少による輝度の低下や駆動電圧
の上昇が起こる。これらの有機ＥＬ素子における発光性
能の劣化は、大気中に含まれる酸素や水蒸気が有機層３
及び陰極４と反応することが原因であることは周知であ
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】このような有機ＥＬ素
子の酸素や水蒸気による性能の劣化を抑制する方法とし
ては、まず基板１上に陽極２、有機層３、陰極４を順次
積層した後、これらの積層物を大気に晒すことなく、酸
素及び水蒸気量を極めて低くした環境下で、ガラスや金
属の封止カバーによる封止を行う方法がある。製造した
有機ＥＬ素子における有機層３及び陰極４と水蒸気との
反応を更に抑制する為に、封止カバーで気密封止した内
部に、シリカゲルやＢａＯ等の吸湿剤を設置することが
好ましい。しかしながら、この封止カバーで気密封止す
る方法は、封止カバーの剛性により有機ＥＬディスプレ
イなどの装置全体の剛性が高くなり、基板１に樹脂基板
などの可撓性基板を用いた可撓性の有機ＥＬ素子の製造
には適用することができない。
【０００６】また、有機ＥＬ素子における上述のような
発光性能の劣化を抑制する別の方法として、酸化シリコ
ン（ＳｉＯ

ｘ
）などの金属酸化物や窒化シリコン（Ｓｉ

Ｎ
ｘ
）などの金属窒化物などの無機材料からなる膜を図

１に示すような保護膜５として成膜する方法がある。こ
こで、基板１に可撓性基板を使用した場合には、保護膜
５は有機ＥＬ素子の可撓性を保つ為に薄膜であることが
望ましい。しかしながら、可撓性の有機ＥＬ素子に保護
膜５として上述のような無機材料からなる無機薄膜を用
いた場合には、有機ＥＬ素子を折り曲げると、保護膜５
又は有機ＥＬ素子自体に亀裂や剥離を生じるという問題
がある。
【０００７】本発明は、上記問題に鑑みなされたもので
あり、可撓性基板を用いた場合にも変形によって亀裂や
剥離が生じにくい保護膜を有する有機エレクトロルミネ
ッセンス素子の製造方法、及び有機エレクトロルミネッ
センスディスプレイを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の発明は、
基板上に少なくとも陽極、陰極、前記陽極及び前記陰極
に電圧を印加することにより発光する有機層、並びに前
記陽極、前記陰極、及び前記有機層を保護する保護膜を
有する有機エレクトロルミネッセンス素子の製造方法に
おいて、前記保護膜は、樹脂を材料としたスパッタリン
グ法で成膜されることを特徴とする。
【０００９】請求項１記載の発明によれば、前記保護膜
は、樹脂を材料としたスパッタリング法で成膜されるの
で、可撓性基板を用いた場合にも変形によって亀裂や剥
離が生じにくい保護膜を有する有機エレクトロルミネッ
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3
センス素子の製造方法を提供することができる。
【００１０】請求項２記載の発明は、請求項１記載の有
機エレクトロルミネッセンス素子の製造方法において、
前記樹脂は、フッ素樹脂であることを特徴とする。
【００１１】請求項２記載の発明によれば、前記樹脂
は、フッ素樹脂であるので、可撓性基板を用いた場合に
も変形によって亀裂や剥離が、更に生じにくい保護膜を
有する有機エレクトロルミネッセンス素子の製造方法を
提供することができる。
【００１２】請求項３記載の発明は、請求項１又は２記
載の有機エレクトロルミネッセンス素子の製造方法にお
いて、前記保護膜を成膜する前及び／又は後に、無機物
を材料とする一又は複数の薄膜をスパッタリング法で成
膜することをさらに含むことを特徴とする。
【００１３】請求項３記載の発明によれば、前記保護膜
を成膜する前及び／又は後に、無機物を材料とする一又
は複数の薄膜をスパッタリング法で成膜することをさら
に含むので、有機層及び陰極などに対する酸素や水蒸気
の遮断性がさらに向上した有機エレクトロルミネッセン
ス素子の製造方法を提供することができる。
【００１４】請求項４記載の発明は、有機エレクトロル
ミネッセンスディスプレイにおいて、請求項１乃至３い
ずれか１項記載の有機エレクトロルミネッセンス素子の
製造方法で製造した一又は複数の有機エレクトロルミネ
ッセンス素子を、画素として配列したことを特徴とす
る。
【００１５】請求項４記載の発明によれば、請求項１乃
至３いずれか１項記載の有機エレクトロルミネッセンス
素子の製造方法で製造した一又は複数の有機エレクトロ
ルミネッセンス素子を、画素として配列したもので、可
撓性基板を用いた場合にも変形によって亀裂や剥離が生
じにくい保護膜を有する有機エレクトロルミネッセンス
ディスプレイを提供することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】次に、本発明の第一の実施形態に
ついて図１と共に説明する。本発明の有機エレクトロル
ミネッセンス素子は、図１に示すような構成を有する。
即ち、ガラス又は樹脂の基板１上に陽極２と、陽極２と
陰極４との間に電圧を印加した際に発光する発光層を少
なくとも含む有機層３と、陰極４とを順次積層し、基板
１上の陽極２、有機層３、陰極４の全体を覆い封止する
保護膜５とを有する。
【００１７】本発明では、保護膜５の材料として樹脂を
用い、またこの樹脂からなる保護膜５の成膜方法として
スパッタリング法を用いることを特徴とする。
【００１８】保護膜５の材料である樹脂は、従来の無機
材料からなる保護膜とは異なり、有機ＥＬ素子の弾性的
な変形を可能とする。よって基板１に樹脂基板などの可
撓性基板を使用し、有機ＥＬ素子を折り曲げた場合で
も、折り曲げ時に加わる応力によって保護膜５及び有機
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ＥＬ素子自体に亀裂や剥離等が生じにくい。加えて樹脂
の保護膜５を成膜することで、有機層３及び陰極４に対
する外界からの酸素や水蒸気の侵入を防止できるので、
有機ＥＬ素子の長寿命化が可能となる。
【００１９】また、保護膜５の成膜方法であるスパッタ
リング法は、フィルムの張り付けやスピンコーティング
法など他の方法よりも、容易に薄膜を成膜することがで
きる。また、スパッタリング法により成膜される膜は、
密着性が高く、付着強度が強い。これに対して、例えば
フィルムの張り付けは、フィルムの張り付け工程が余分
に必要となり、またフィルムは、貼り付ける面との間に
空気が入ることで密着性が悪く、フィルムが剥がれ易
い。さらにスパッタリング法は、一貫した真空工程で有
機ＥＬ素子を製造することができ、デバイスの信頼性、
及び生産性が向上する。
【００２０】以上のように、樹脂の保護膜５をスパッタ
リングで成膜することにより、亀裂や剥離などが生じに
くく、付着強度が高い薄膜の保護膜５を成膜することが
でき、特に可撓性を有する有機ＥＬ素子の製造に有効で
ある。
【００２１】次に、本発明の第二の実施形態について図
１と共に説明する。本発明における第二の実施形態の有
機ＥＬ素子は、本発明の第一の実施形態において、保護
膜５の材料の樹脂が、フッ素樹脂であることを特徴とす
る。即ち、保護膜５としてフッ素樹脂の薄膜をスパッタ
リング法で成膜する。フッ素樹脂は、高耐熱性、耐薬品
性、低摩擦性、電気絶縁性、及び低吸水性等の優れた特
性を示す。有機ＥＬ素子の保護膜５の材料としてこのよ
うなフッ素樹脂を用いると、基板１に樹脂基板などの可
撓性基板を使用し、有機ＥＬ素子を折り曲げた場合で
も、保護膜５又は有機ＥＬ素子自体に亀裂及び剥離がさ
らに生じにくくなる。また本発明における第一の実施形
態で説明したように、スパッタリング法を用いているの
で、保護膜５を付着強度の強い薄膜として成膜できる。
加えてフッ素樹脂の保護膜５でも、有機層及び陰極に対
する外界からの酸素や水蒸気の侵入を防止でき、有機Ｅ
Ｌ素子の長寿命化が可能となる。
【００２２】スパッタリングのターゲットとして使用で
きるフッ素樹脂の材料は、四フッ化エチレン樹脂（ＰＴ
ＦＥ）、四フッ化エチレンペルフルオロアルキルビニル
エーテル共重合体（ＰＦＡ）、四フッ化エチレン・六フ
ッ化プロピレン共重合体（ＦＥＰ）、ポリクロロトリフ
ルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）、四フッ化エチレン・エ
チレン共重合体（ＥＴＦＥ）、クロロトリフルオロエチ
レン・エチレン共重合体（ＥＣＴＦＥ）、ポリフッ化ビ
ニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリフッ化ビニル（ＰＶＦ）等
がある。
【００２３】次に、本発明の第三の実施形態について説
明する。本発明における第三の実施形態の有機ＥＬ素子
は、本発明の第一又は第二の実施形態において、樹脂、
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特にフッ素樹脂の保護膜５に一又は複数の無機薄膜を積
層させたことを特徴とする。
【００２４】本発明の第一、第二の実施形態において、
樹脂（特にフッ素樹脂）の保護膜５を成膜することによ
り、基板１に樹脂基板などの可撓性基板を使用し、有機
ＥＬ素子を折り曲げた場合でも、保護膜５又は有機ＥＬ
素子自体に亀裂や剥離が生じにくい有機ＥＬ素子を形成
することができる。またスパッタリング法の使用によ
り、保護膜５を付着強度の強い薄膜として成膜できる。
【００２５】ここで樹脂（特にフッ素樹脂）の保護膜５
をスパッタリング法で成膜することで、有機層３及び陰
極４に対する外界からの酸素や水蒸気の侵入を防止でき
るが、本実施形態においては有機層３や陰極４に対する
酸素や水蒸気の遮断性をさらに向上させる為に、樹脂
（特にフッ素樹脂）の保護膜５を成膜する前及び／又は
後に、スパッタリング法により一又は複数の無機薄膜を
積層させる。
【００２６】従来の有機ＥＬ素子に見られるように、有
機層３や陰極４に対する酸素や水蒸気を遮断する為に、
一又は複数の無機薄膜のみを陽極２、有機層３、陰極４
からなる素子に積層させた場合には、基板１に樹脂基板
などの可撓性基板を使用し、有機ＥＬ素子を折り曲げた
場合、保護膜５又は有機ＥＬ素子自体に亀裂や剥離が生
じる。特に無機材料の膜は、その厚さが厚くなると割れ
やすい。
【００２７】従って、本発明では、比較的厚い樹脂（特
にフッ素樹脂）の保護膜５に対して、一又は複数の無機
薄膜を積層させ、比較的厚い樹脂の保護膜５で外的な変
形に対よる亀裂や剥離を防止すると共に、厚さの薄い無
機材料の膜を成膜して、亀裂や剥離の生じにくい有機Ｅ
Ｌ素子とし、有機層３や陰極４に対する酸素や水蒸気の
遮断性をさらに向上させる。
【００２８】樹脂の保護膜５に一又は複数の無機薄膜を
積層させた構成において、層の数や積層の順序などは、
任意に決定することができる。例えば、陽極２、有機層
３、陰極４を樹脂の保護膜５で覆うことが困難である場
合には、まず無機薄膜で覆い、この無機薄膜に樹脂の保
護膜５を成膜してもよい。また、例えば、第一の無機薄
膜、樹脂の保護膜５、第二の無機薄膜のように、同種又
は異種の無機薄膜で樹脂の保護膜を挟んだ構成とするこ
ともできる。
【００２９】無機薄膜の材料としては、酸化シリコン
（ＳｉＯ

ｘ
）などの金属酸化物、窒化シリコン（ＳｉＮ

ｘ
）などの金属窒化物、及びフッ化マグネシウム（Ｍｇ *
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*Ｆ

２
）などの金属フッ化物を使用することができる。ま

た、陰極との電気的短絡を生じさせない構成（高い比抵
抗や膜厚等の条件）とすれば、チタン（Ｔｉ）、タンタ
ル（Ｔａ）、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）等
の金属材料、又は合金、金属間化合物を使用しても良
い。
【００３０】尚、これらの無機材料も樹脂の薄膜と同様
に、スパッタリング法で成膜することで、付着強度の強
い薄膜として成膜することができる。
【００３１】
【実施例】所定の形状にパターニングを行ったＩＴＯ
（酸化スズインジウム）の陽極を設けたガラス基板を、
中性洗剤、有機アルカリ洗浄液、ＩＰＡ（イソプロピル
アルコール）を用いて洗浄した。この陽極を設けたガラ
ス基板上に真空蒸着を用いて、有機層（正孔輸送層及び
発光層）を成膜し、さらにＬｉＦ層を設けたＡｌ層の陰
極を成膜した。次いでＲＦ（高周波）マグネトロンスパ
ッタ装置を用いて、フッ素樹脂からなる保護膜を成膜し
た。ここで、スパッタリングのターゲット材料として直
径８インチのＰＴＦＥ（四フッ化エチレン樹脂）を用
い、スパッタガスは、Ａｒガス（ガス流量５ｓｃｃｍ、
圧力０．２Ｐａ）を使用した。スパッタ装置の投入電力
を１．５４Ｗ／ｃｍ２として、成膜するフッ素樹脂の膜
厚が０．５μｍとなるように制御した。フッ素樹脂の保
護膜を成膜した後の有機ＥＬ素子の発光状態は良好であ
り、通常の環境（温度２２℃、湿度５０％Ｒ．Ｈ．）下
では、６０時間放置しても発光特性に変化は認められな
かった。
【００３２】
【発明の効果】本発明によれば、可撓性基板を用いた場
合にも変形によって亀裂や剥離が生じにくい保護膜を有
する有機エレクトロルミネッセンス素子の製造方法、及
び有機エレクトロルミネッセンスディスプレイを提供す
ることができる。
【００３３】
【図面の簡単な説明】
【図１】有機エレクトロルミネッセンス素子の基本的構
成を説明する図である。
【符号の説明】
１    基板
２    陽極
３    有機層
４    陰極
５    保護膜
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